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4. 2. 2 人権尊重から見た個人と社会全体
複数の個人からなるシステムにおいては、複数であることがそれぞれのこの基本的人権の発現を
拡大する条件となると同時に、その発現を制約する因子としても作用する。卑近な例で言えば、夫
婦からなる家庭は子供を生むという新しい機能を発揮できるが、同時に夫婦であることにより、互
いに行動の自由がある程度制約されざるを得ない。
人間社会の設計は個人の人権の尊重を最大限に拡大し、その制約を最小限に押さえさせることが
目標になる。人聞は試行錯誤的に種々の形態の社会制度をつくってきた。ジグザグはあるにせよ、
長期的に見れば人権尊重の程度の高い社会が生き残ってきたと判断してよいのではあるまいか?
個人の潜在的機能の顕在化が個人の究極の目標であり、社会はそれを可能にする媒体と位置づけ
れば、個の発展と社会全体の発展との両立が論理的に矛盾無く成立する。
5.人権尊重における都市の役割
5. 1 都市の本質
嘗て、私は畏友大谷幸夫東京大学名誉教授から次の意味のコメント「都市とは貧富の差無く共に
生活できる場所である」を受けた。このヒントは私が私なりに都市の本質を解釈する契機となった。
私は彼の名言を拡大解釈し、貧富の差も、権力の差も、思想の差異も関係なく、自由に生活できる
都市がもっとも都市らしい都市と解釈した。つまり個人の権利が最大限に尊重され、あるいは個人
の潜在的能力が最大限に発揮され得る場所が都市であると考えた。
そのような場所のもつ具体的社会指標、物理的形態は、その場所が置かれた自然的条件や社会の
もつ文化、科学技術の形態に応じて異なる。したがって、具体的指標や物理的形態によって都市を
定義することは無理無益で、ある。その本質は抽象的に表現するのが妥当である。
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5. 2 都市の個性
都市システムも人間個人と同様に個性があり、また現実に顕在化している機能は潜在的機能のご
く一部でしかない。
従来都市の個性は当然と言えばそれまでだが、都市システムの機能一一たとえば経済、行政、学
術研究教育、住居などの機能一ーそのものを基準にして論じられた。しかし、人権尊重の場として
都市の機能を特徴づければ、個人のどのような潜在的機能の顕在化を特に尊重する場であるか、ま
たどのような機能の発揮が阻害されるかによって都市の個性が議論されるべきではあるまいか。
6. おわりに
以上の議論は「システム発展の原理」の解釈が崩壊すれば、同時に崩壊する運命にあるが、それ
は別にして、どのような都市の現象を研究するにせよ、それが住民や来訪者の基本的人権とどんな
係わりあいがあるかを追求することは、都市研究に欠かせない視点であると私は考える。
最後に都市研究センターの限りない発展を希求する。
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